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取組のポイント（３つの視点）

6. 取組概要（100字以内） ※１次選考にて、投票ページに掲載します

町内会⻑らに介護予防プログラム「ふまねっと運動」を体験してもらい、全町的に取り組むことを
決め有志で団体を⽴ち上げ、年間約260⽇健康教室を開催。当初5年間プロジェクトとして
取り組み始め今年で15年。第8期の介護保険料は下がり、全道で最も下げ幅が⼤きくなった。

画像（会員投票の際のサムネイル）

1. 団体名 社会福祉法⼈池⽥町社会福祉協議会 2. 連携先
の団体

◎池⽥町、特定NPO法⼈ふまねっと、池⽥町町内会連合会、池⽥町⽼⼈クラブ連合会、
ワインタクシー㈱、ワインスタンプ会

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（表⾯）整理番号︓B_25

モデル性・波及性

本事業の重要な役割を果たす特定NPO法⼈ふまねっとは、1年前
からZOOMで⾃宅からの参加者への個別指導を無料で⾏っており、
すでに全国から参加している。よって今後は遠隔サポートも充実し、
全国どこの⾃治体へも指導が可能となる。⾏政、社協などに理解
が進めば、1万⼈以下の⾃治体でも取り組め効果が期待できる。

3. 取組
⽬的

⼈⼝減少と⾼齢化の加速する主に⼈⼝1万⼈以下の⾃治体において、介護予防に資
する住⺠主体の通いの場を確実に創出できるシステムを構築したい。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 平成18年6⽉ 取組の

カテゴリー ⾼齢者福祉・介護

「ふまねっと運動」を活⽤した介護予防に資する住⺠主体の通いの場の運営事業

地⽅創⽣SDGsの視点

⼈⼝減少と⾼齢化の課題は、全国共通の課題。⾼齢期から新た
な友⼈を作り続けるきっかけとして特定NPO法⼈ふまねっとが開発
した「ふまねっと運動プログラム」をステークホルダーが連携し活⽤す
ることで、⼈と⼈、⼈と場所をつなぐことができる。⾼齢者が地域の
中に役割を持ち続けることができ、介護予防の効果が期待できる。

ステークホルダーとの連携

⾏政、社協、住⺠が三位⼀体となって、住⺠主体の介護予防教
室の運営が維持されている。北海道において⾼齢者がボランティア
活動を継続していくためには移動の⽀援が不可⽋であり、ワインタク
シーがボランティアを移送することで、農村地区にデイサービス施設
を創らなくても良い状況になり、介護コスト削減に寄与している。

5. 取組経緯

⼈⼝減少と⾼齢化が今後加速する中で、介護サービス不⾜や介護の担い⼿不⾜の課題がより
深刻になっていくことが予測される。平成18年度の介護保険制度改正で介護予防施策が始
まったが、増えていく要介護者に従来の介護サービスだけで対応するのでは事態は悪化すると考
え、住⺠⾃⾝に「介護に備える」ことに取り組んでもらうため「ふまねっと運動」に取り組んでもらった。



7.取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の⽅向性等）

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（裏⾯）

※第8期介護保険料は5,186円と前回から下がった。引下額は池⽥町は全道第1位(314円)
※飲⾷を伴わない教室なのでコロナの影響はさほど受けなかった。コロナの影響に備え、現在はオンラインで⾃宅から参加しふまねっと運動ができる。
※2030年までに⾼齢者の30％がふまねっと健康教室に取り組んでいることを⽬標にしたい。(H29参加率約12%)
※⾼齢者がスキルアップし幾ばくかの報酬が得られるしくみを特定NPO法⼈ふまねっとは検討している。⾼齢者の仕事と役割を創出したい。

事業の概要
町内会館を会場に年間約260
⽇間住⺠だけで特定NPO法⼈
ふまねっとが開発した「ふま
ねっとプログラム」を実施
している。会場は18か所あり
サポーターと呼ばれる住⺠が
2〜3名で会場を訪問し、住⺠
に指導している。社協のパー
ト職員1名を必ず派遣し、町
が実施しているボランティア
ポイントの認定及び会場の
安否確認、教室での記録等を
⾏っている。町内会館はコミ
バスで結ばれており、基本的
にどの会場に参加しても良い
より介護予防効果を上げたい
⼈は複数回違う会場で運動で
きる。⾼齢期に友⼈が増えた
り、⾃ら計画を⽴てることで
介護予防効果が⾼まる。平成
30年からは農村部へはボラン
ティアをタクシー送迎するこ
とで、デイサービスの機能を
充分果たしている。参加して
いるサポーターにはボランテ
ィアポイントが付与され、町
でしか使⽤できない商品券に
交換でき、町の活性化につな
がることでモチベーションが
上っている。

池⽥町社会福祉協議会 | Facebook

写真・動画・詳細説明は
フェイスブックをご覧ください。

https://www.facebook.com/rococo2011

